
 

 

 

 

□１、彼の突破力に一縷
い ち る

の望みを託すしかない。 

→ごくわずかである様子 

 

□２、これこそがキャンプの醍醐味
だ い ご み

である。 

→本当の面白さ 

 

□３、上司にへつらうようなことはできない。 

→相手に気に入られるようにふるまう 

 

□４、否応
いやおう

ない強い言い方にカチンときた。 

→文句を言わせない様子 

 

□５、寓話
ぐ う わ

的に話した方が分かりやすい。 

→教訓的な話を、何かにたとえて分かりやすくした話 

 

□６、愚問
ぐ も ん

に答える必要はない。 

→ばかげたつまらない質問 

 

□７、彼は自分の体面
たいめん

ばかりを気にする。 

→世間に対する体裁
ていさい

や面目 

 

□８、そんな猿芝居
さるしばい

は通用しない。 

→見えすいた浅はかなたくらみ 



 

□９、篤志家
と く し か

によって創設された福祉施設。 

→社会事業などに援助・協力する人 

 

□10、雄弁
ゆうべん

な演説に感動する。 

→力強く、説得力にある話し方 

 

□11、雨の日は出かけるのも物憂
も の う

い。 

→なんとなく気分が晴れない様子 

 

□12、行うべきか考えあぐねる。 

→いやになるほど困り果てる 

 

□13、八方塞
ふさ

がりの状態でつい捨て鉢になってしまった。 

→希望をなくして、どうにでもなれとやけになること 

 

□14、屈託
くったく

のない笑顔に癒される。 

→くよくよしない様子 

 

□15、たゆまぬ努力が大きな成果をうむ。 

→気持ちがゆるむことがない 

 

□16、彼ができることなんて高が知れている。 

→大したことない 

 

 

 


